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	　ご報告➀
	令和８年度第１回全体会
	6月23日(火)、令和8年度 第1回全体会が開催されました！
	今回は約60余名と多数の参加があり、活発な話し合いが行われました。 メインテーマは「協議会のこれから」。 はじめに地域課題に取り組むための組織再編について共有がありました。  7月から、今ある部会はすべて「連絡会」となり、 新たに地域課題に応じた「部会」が立ち上がります。
	また、地域課題を把握するための場の一つとして、「個別支援相談会」が新設されます。 「個別支援相談会」は障害のある当事者本人を主語とした困りごとの解決を探る場です。
	この「本人を主語に」のキーワード、言うは易し、やるに難しです。 日頃、障害のある人を支援している私たちですが、当事者を一人称（わたし、ぼく、俺等）で主語にして、 その困りごとを表現するという経験は実は多くはありません。 会の中盤はグループワークで「本人を主語とした困りごと」の共有を図りましたが、案外難しく、 ついつい支援者目線で困りごとを見てしまっていたことに気付かされました。 本人が望む暮らしを知ること、望みを阻む課題を把握していくこと、そしてその課題の解決に 協議会の活動をつなげていくことの大切さを全体で共有できたと思います。 「本人を主語に」という視点は、引き続き意識していきたいと思います。
	会の後半では「ゲートキーパー研修」が実施され、自殺に至る基本的な知識と関わりについて学びました。 重いテーマではありましたが、基本姿勢の一つである「自分の価値観を相手に押し付けない」という キーワードは「本人を主語に」と根底でつながっているように感じられ、対人支援で欠かせない視点を 今一度確認できたと思います。
	全体会は年に2回開催される大きな会です。 事業種別を問わず協議会構成員が広く集まり、 情報共有や意見交換を行います。
	私たちの活動が熱田区で暮らす障害のある人の支えとなるよう、引き続き、つながりを 大切にして力を合わせていきましょう。
	・相談支援連絡会　　　　　  ７月28日(火)10:00～＠区役所等複合庁舎4階401会議室 ・日中活動連絡会　　　　　　8月  6日(木)10:00～＠区役所等複合庁舎4階401会議室　 ・運営会議　　　　　　　　   8月20日(木)10:00～＠区役所等複合庁舎4階401会議室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	ご報告②

	　【Go！ふくし】を開催しました！　
	6月20日（土）に「Go！ふくし」のイベントを開催しました！ 「Go！ふくし」とは、中村区・熱田区・中川区・港区の福祉の事業所が集まり、 一般の方向けにステージ発表や福祉事業所紹介ブース、製品販売ブースを出展する イベントです。 当日はダブル台風が接近する中、開催できるか直前まで心配していましたが、 無事に実施することができました。
	今年も林ともみさんをゲストにお招きし、講演をしていただいたり、港区と中川区のゆるキャラも駆けつけ会場は大盛り上がり！ 雨模様の一日でしたが、トラブルや事故等もなく無事に終了することができました。
	研修報告

	　熱田区医療的ケア児等支援者意見交換会を実施しました！
	6月25日(木)、医療的ケア児に関わる、医療・福祉・行政等の関係者があつまり、 「熱田区医療的ケア児等支援者意見交換会」を開催しました。
	会の中では、集団生活を通じて経口摂取が進んだ好事例が共有された一方、休日・夜間のヘルパー不足や、相談先の偏りといった地域の課題も浮き彫りとなりました。
	医療・福祉・行政等が一丸となって支え合えるネットワーク作りに向け、今後も年4回の開催を通じて 具体的な事例検討や情報共有を重ねてまいります！
	たねVOICE
	「たねVOICE」は熱田区の障害福祉サービス事業所で日々を過ごす利用者さんと 　支援者さんの声を毎月紹介するコーナーです。 小さな声が‘たね’となり、人から人へと届き、地域につながっていくことを願っています。

	　【相談支援事業所 森の実】
	【職員の声】 ご本人がどんな生活をしたいのか？を中心にサービス等利用計画を作成しています。言葉にできない本当の思いにどれだけ寄り添えるのか、 日々考えながら仕事をしています。 また、もっと障がいがある人たちが暮らしやすい社会をつくるためには何が必要か？ 相談員のなかまたちとともに学習会なども企画しています。
	家に帰ると、6歳になった黒柴が待っていてくれます。女の子です。 近所に「まる子」ちゃんという先輩黒柴がいるので、「たまえ」と 命名しました。 毎日の朝のお散歩で、今日も一日頑張る元気をもらっています💛 好きな食べ物は、納豆とささみです！
	熱田区障害者自立支援連絡協議会 事務局：熱田区役所福祉課　　　熱田保健センター 　　　　熱田区社会福祉協議会　熱田区障害者基幹相談支援センター 発行日：毎月15日
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